
社会参加を通じた、いきがいづくり

健康づくりによる地域づくり

地域力の向上

ＮＰＯ法人メディカルケア協会の活動

2011年～
「災害時の医療・看護・介護の継続の為の備え活動」（福祉医療機構）
「障害者､要介護者のための災害時NPO型福祉避難所づくり」（日本財団）
「医学的ケアを要する在宅療養患者の災害時支援体制づくり」（東京都）

避難所での健康維持・食べる機能低下防止、摂食嚥下機能低下被災者支援
１．人材育成（地域災害時サポート人材）と確保
２．災害時の要配慮者支援ネットワークの構築
３．要配慮者自身の備えの充実

2013年度 福祉医療機構社会福祉振興事業 「地域力再生から孤立ゼロへ新たな展開」
高齢者や在宅療養者の社会参加を通じた、地域との日頃からの絆づくり

2014年度 地域商店街活性化事業 「商店街とのコラボ・災害対策を地域とともに」

②介護予防・健康づくり、フレイル対策

③孤立防止、
いざという時頼りになる地域の絆づくり

①要介護者の居宅介護支援

⑤在宅療養環境整備、介護家族支援

④人づくり

⑥災害弱者対策
＊地域資源・人材の活用
＊平時における連携強化
＊地域力の向上

2015年～
住民とともに進める「食べる力に着目した健康寿命延伸活動」
・活動の担い手は住民！高齢者が元気に活躍！
・地域のイベントやお祭りも活用、商店街も巻き込んで！
・日常生活に自然に取り入れ、楽しく続けられる健康コンテンツ！
・多様な就労機会としても発展！
＊普及啓発、人材育成、コンテンツ開発など
＊さまざまな連携により実施
（住民・企業・自治体・医療・介護関係、大学、商店街、シルバー人材ｾﾝﾀｰ等）

1999年～ ヘルパー養成、居宅サービス、ケアハウス、特養、支え合い生活支援、家族会、
介護予防、高齢者の健康づくり、認定調査、提言・研究等

Copyright © 2020 All Rights Reserved.メディカルケア協会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
普及啓発活動、医療・介護関係者からの発信では足りない、一方的なので、住民、企業、商店街など地域を担う方々にも参画してもらって一緒に広める活動を行う。体操は「実施と継続」が重要、そこで継続意欲が高まるように工夫した「行って楽しい」、「人に伝えたくなる」、「一緒に行いたくなる」コンテンツづくりに努めている。活動成果は日本摂食嚥下リハビリテーション学会で発表、WEBで発信日本リハビリテーション医学会、日本在宅医療学会学術集会等活動には慶応義塾大学リハビリテーション科里宇先生を始め、リハ科の医師、コメディカルのST、PT、OTの皆さまにご支援、ご指導頂いている。
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